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10
春
闘
は
３
月
17
日
、
自
動
車
や
電
気
、
鉄
鋼
な
ど
大
手
製
造
業
の
一
斉
回
答
が
経
営

側
か
ら
相
次
い
で
示
さ
れ
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
や
デ
フ
レ
を
背
景
に
、
労
組
に
は

厳
冬
回
答
と
な
っ
た
。

　

JR
に
お
い
て
も
、
３
月
25
日
に
貨
物
会
社
が
11
年
連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
、
定
期
昇
給
は
10

月
１
日
の
回
答
を
示
し
、
東
日
本
会
社
は
３
月
29
日
に
な
り
（
26
日
の
段
階
で
回
答
が
な

い
こ
と
か
ら
緊
急
申
し
入
れ
を
行
う
）、
ベ
ア
ゼ
ロ
、
夏
季
手
当
２
・
７
カ
月
【
詳
細
は
業

務
報
第
９
７
０
号
】
と
い
う
低
水
準
の
回
答
を
示
し
た
。

　

国
労
東
日
本
と
し
て
は
、
持
ち
帰
り
検
討
を
行
う
中
で
、
組
合
員
の
切
実
な
要
求
と
の

隔
た
り
は
あ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
制
度
等
改
善
要
求
の
前
進
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を

確
認
し
、
妥
結
・
整
理
を
図
っ
た
。
今
号
は
、
①
東
北
総
決
起
集
会
②
貨
物
総
行
動
③
青

年
部
学
習
交
流
会
報
告
と
し
ま
す
。

　

３
月
５
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
四
百
名
を

超
え
る
仲
間
が
結
集
し
た
。

　

第
一
部
の
勾
当
台
公
園
で

の
集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
東
北
協
議
会
瀬
下
議
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
①
春
闘
情
勢

②
安
全
問
題
と
職
場
労
働
条

件
の
改
善
③
JR
不
採
用
問
題

④
参
議
院
選
挙
闘
争
を
勝
利

し
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り

生
活
向
上
を
目
指
す
勢
力
の

前
進
と
、
更
に
は
春
闘
勝
利
と

諸
課
題
の
前
進
、
そ
し
て
闘
い

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
を
国

労
に
迎
え
入
れ
る
決
意
を
固

め
合
お
う
と
訴
え
た
。

　

ま
た
来
賓
と
し
て
、
社
民

党
、
共
産
党
、
宮
城
県
平
和

労
組
会
議
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激

励
と
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
、

東
北
交
運
労
協
か
ら
は
連
帯

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

　

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

後
、
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

仙
台
市
内
を
デ
モ
行
進
。
賃

上
げ
を
始
め
と
し
た
労
働
条

件
の
改
善
や
安
全
問
題
な
ど

の
国
労
要
求
を
市
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
、気
勢
を
上
げ
た
。

　

第
二
部
は
、
国
労
東
日
本

本
部
高
野
委
員
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
①
10
春
闘
情
勢
②

安
全
問
題
③
組
織
強
化
・
拡

大
④
JR
不
採
用
問
題
の
早
期

解
決
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

続
い
て
評
論
家
の
佐
高
信

氏
よ
り
「
い
ま
、
政
治
と
経

済
を
読
む
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
っ
た
。

　

佐
高
氏
は
現
在
の
社
会
・

経
済
問
題
を
例
に
出
し
、「
ト

ヨ
タ
問
題
が
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
の

問
題
隠
し
が
利
用
者
に
暴
か

れ
、
そ
の
結
果
マ
ス
コ
ミ
の

箝
口
令
が
解
か
れ
、
矛
盾
が

一
気
に
吹
き
出
し
た
も
の
」

「
民
営
化
と
は
会
社
化
で
あ

り
、
赤
字
と
黒
字
の
み
を
基

準
と
し
、
安
全
よ
り
儲
け
が

大
事
と
宣
言
し
た
こ
と
に
他

な
ら
な
い
」「
労
働
組
合
は
身

体
に
例
え
れ
ば
神
経
で
あ
り
、

痛
み
は
病
気
を
知
ら
せ
る
サ

イ
ン
。
例
え
少
数
派
で
あ
っ

て
も
発
信
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
等
々
、
多
く
の

実
在
の
会
社
名
を
上
げ
て
そ

の
実
態
の
暴
露
と
、
我
々
の

目
指
す
べ
き
道
を
示
唆
し
た
。

　

集
会
は
、
盛
岡
地
本
阿
部

副
委
員
長
、
秋
田
地
本
渡
邉

書
記
長
、
仙
台
地
本
中
島
副

委
員
長
及
び
東
北
貨
物
協
議

会
岩
井
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

力
強
い
決
意
表
明
を
受
け
、

最
後
に
東
北
協
議
会
斎
藤
副

議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
締

め
ら
れ
た
。（
仙
台
地
本
発
）
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国
労
本
部
は
10
春
闘
の
闘

い
と
し
て
、
３
・
15
貨
物
総

行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

　

行
動
は
全
水
道
会
館
に
結

集
し
、
春
闘
総
決
起
集
会
を

全
貨
協
真
田
事
務
次
長
の
司

会
で
、
国
労
本
部
代
表
と
し

て
田
中
副
委
員
長
か
ら
①
定

期
昇
給
問
題
に
つ
い
て
②
組

織
拡
大
に
つ
い
て
③
３
島
貨

物
問
題
に
つ
い
て
の
報
告
が

さ
れ
、
賃
金
交
渉
に
つ
い
て

最
後
は
ト
ッ
プ
会
議
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
、
本
部
は
、

先
頭
に
立
ち
闘
う
決
意
を
述

べ
た
。

　

続
い
て
全

貨
協
奥
村

議
長
か
ら
賃

金
交
渉
経

過
と
、
春

闘
署
名
１
，

７
１
２
筆
を

３
月
11
日

に
会
社
に
提

出
し
た
報
告

が
さ
れ
、
19
日
に
は
会
社
か

ら
の
回
答
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
全
職
場
か
ら
の
闘
い
で

交
渉
を
押
し
上
げ
最
後
ま
で

全
力
で
取
り
組
む
決

意
を
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
春
闘
学

集
会
と
し
て
、
日
本

大
学
の
桜
井
徹
教
授

を
講
師
に
招
き
「
貨

物
会
社
の
経
営
諸
課

題
」
に
つ
い
て
①
分

割
・
民
営
化
の
枠
組

み
と
JR
貨
物
②
分
割
・

民
営
化
以
降
の
JR
の

経
営
成
績
③
JR

貨
物
経
営
低
迷

の
要
因
④
JR
貨

物
再
生
の
意
義
⑤
JR
貨
物
再

生
方
策
案
の
５
点
に
つ
い
て

貨
物
会
社
の
矛
盾
・
問
題
点

を
指
摘
さ
れ
た
。
本
日
学
ん

だ
こ
と
を
参
加
者
全
体
で
確

認
し
学
習
会
を
終
了
し
、
最

後
に
笠
井
事
務
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
総
決
起
集
会
を

終
了
し
た
。

　　　

春
を
思
わ
せ
る
暖
か
い
陽

気
の
中
、
全
水
道
会
館
か
ら

　

国
労
東
日
本
青
年
部
で

は
、
学
習
と
交
流
を
通
じ

て
労
働
者
意
識
を
高
め
団

結
を
強
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
２
月
21
日
～

22
日
に
静
岡
県
熱
海
市
に

於
い
て
学
習
交
流
会
を
開

催
し
20
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
前
東
日
本
本

部
法
対
部
長
の
山
根
主
吉

氏
を
講
師
に
迎
え
「
も
う

少
し
ま
と
も
な
社
会
を
・

安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

社
会
を
・
今
こ
そ
労
働
組

合
の
出
番
の
と
き
」
と
題

し
て
労
働
講
座
を
行
な
い

ま
し
た
。
講
座
で
は
大
企

業
は
莫
大
な
利
益
を
上
げ

て
い
る
一
方
で
労
働
者
の

生
活
は
一
向
に
改
善
さ
れ

て
い
な
い
中
、
格
差
と
貧

困
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
社
会
を
変
え
て
い

く
に
は
人
口
の
約
８
割
を
占

め
て
い
る
労
働
者
の
団
結
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

労
働
組
合
の
持
っ
て
い
る
性

格
と
任
務
や
あ
る
べ
き
姿
、

労
働
組
合
が
誕
生
す
る
ま
で

の
闘
い
の
歴
史
な
ど
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
年
部
員
は
興

味
深
く
熱
心
に
話
を
聞
い
て

お
り
、
東
日
本
会
社
の
抱
え

る
内
部
留
保
金
を
仮
に
社
員

に
還
元
す
る
と
１
人
当
た
り

約
２
，
３
０
０
万
円
に
も
及

ぶ
事
が
話
さ
れ
、
東
日
本
会

社
の
組
合
員
か
ら
は
驚
き
の

声
が
、
そ
し
て
、

貨
物
会
社
の
組

合
員
か
ら
は
思

わ
ず
溜
息
が
出

る
一
幕
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
夕

食
懇
親
会
を
行

い
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
仲
間

と
の
会
話
も
弾

み
夜
が
更
け
る

ま
で
交
流
を
深

め
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
武
田
組
織
部
長

を
迎
え
て
東
日
本
管
内
の
組

織
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

提
起
が
さ
れ
、
各
職
場
の
雰

囲
気
や
他
労
組
青
年
部
の
状

況
と
国
労
に
加
入
し
た
今
の

気
持
ち
、
今
後
の
組
織
拡
大

に
向
け
て
国
労
に
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
青
年
部
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
な
ど
意
見
交
換

を
行
い
、
青
年
部
長
の
集
約

で
交
流
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

東
日
本
青
年
部
で
は
、
今

後
も
将
来
の
国
労
運
動
を
担

う
青
年
の
労
働
者
意
識
の
向

上
と
、
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
学
習
交
流
活
動
を
続

け
ま
す
。

貨
物
本
社
前
を

通
り
飯
田
橋
児

童
公
園
ま
で
、

延
べ
５
５
０
名

に
の
ぼ
る
組

合
員
が
結
集
し

10
春
闘
勝
利
、

５
，
０
０
０
円

の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
、
労
働
条

件
改
善
、
JR

不
採
用
問
題
早

期
解
決
等
、
力

強
い
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
と
共

に
デ
モ
行
進
を

整
然
と
貫
徹
し

た
。
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